
学力向上に効果のある取組事例
由布市立由布川小学校

取組の具体①

⑦生徒指導の３機能を意識した問題解決的な展開

○課題解決（問題解決）のための対話の基礎的能力の定着

対話のステップ表（低・中・高）の活用
①国語の授業（話す・聞く）で技術を教え、練習させる。
②授業の対話活動の際に身に付けさせたい項目を提示し、
意識して話すように促す。
③国語以外の教科でも使ってみる。

※児童は毎月１回、自分のステップ表を確認し、できている
こと・できていないことを確認し、次の目標を決める。

目的ごとの対話の工夫
対話の相手・・・隣ペア、前後ペア、ラーニングペア

班グループ、ラーニンググループ
対話の目的・・・確認のため

同じ考えの人と練り合いのため
違う考えの人との交流

効果の共有・・・考えを「広める」、「深める」とは何か、どん
な良さがあるかを児童と共有し振り返りにつなげる。

取組の具体②

○その他の工夫、取り組み

生徒機能の３機能を意識できる土壌づくり
・月２回の人間関係づくりプログラム（ゆーふータイム）
→安心して過ごせる集団へ
→自分の意見を誰とでも交流できる児童へ

教科担任制（専科）
・国語・書写・理科・家庭科・図書の専科教諭（Ｒ６年度）と
学年での教科担任制の導入
→１時間ごとの切り替えで気持ちリフレッシュ
→専門性のある教諭による授業で興味・関心↑

全国・全県の調査項目「教科が好きですか」「教科がわか
りますか」で肯定的回答をしている児童が大幅に増えた。
※今年度（Ｒ７年度）は体育専科教諭も配置されている
地域ボランティアの活用（ミシン・防災学習・読み聞かせ）

・家庭科や社会、総合的な学習の時間など地域の方々が
積極的に関わってくれている。
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